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輝け さようの夢追人･･････････････････２～３

ふるさと応援基金を設置しました･････････４
シリーズ共生の郷づくり････････････････････････６

８月は町人権推進月間です･････････････････････７

まちの話題･･･････････････････････････････１８～１９

●主な内容

　刀匠の高見國一さん（右）とバリトン歌
手の山本竜介さん（左）。夢を追う二人の
姿は輝いています。

夢ふるさとを想い を追う



�

人
　夢は人を勇気づけ、がんばる力を与えてくれます。
そして夢を追う人は、とても輝いています。そこで
今月号広報では、そんな輝く人たちをご紹介します。
さようの地に腰をすえ、日本文化の「刀」を極めよ
うとする高見さん。またふるさとを離れ、西欧文化
のオペラの世界で奮闘する山本さん。それぞれ道は
異なりますが、ふるさとを想い、夢に情熱を注ぐ姿
は、私たちに勇気と希望を与えてくれます。

　
「
大
学
進
学
ま
で
、
オ
ペ
ラ
や

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
は
、
ま
っ
た

く
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

オ
ペ
ラ
の
本
場
イ
タ
リ
ア
で
、

賞
賛
を
浴
び
る
ほ
ど
の
実
力
を
持

つ
山
本
さ
ん
か
ら
出
た
言
葉
は
、

と
て
も
意
外
な
も
の
で
し
た
。
そ

ん
な
山
本
さ
ん
が
、
青
年
期
に
夢

見
て
い
た
の
は
ロ
ッ
ク
歌
手
。
今

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
は
無
縁
の

夢
を
追
っ
て
、
大
学
に
進
学
し
ま

す
。

　
「
母
な
ど
の
勧
め
で
音
楽
大
学

へ
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
も

ま
っ
た
く
オ
ペ
ラ
な
ど
に
興
味
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に
ふ
れ

る
な
か
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や

オ
ペ
ラ
に
出
会
い
、
魅
了
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
」。

　

山
本
さ
ん
の
「
道
」
が
開
い
た

瞬
間
で
す
。
以
降
、
山
本
さ
ん
は

オ
ペ
ラ
の
世
界
に
没
頭
し
ま
し

た
。

　

最
近
感
じ
る
の
は
、
自
分
の
な

か
の
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
。

　
「
年
に
数
回
帰
省
し
て
い
ま
す

が
、帰
省
す
る
た
び
感
じ
る
の
は
、

佐
用
町
は
『
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
』

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
大
切
な
家

族
、
友
人
と
過
ご
す
時
間
は
、
何

よ
り
も
貴
重
で
す
」「
都
会
は
ス

ト
レ
ス
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
帰

省
し
た
と
き
は
、
い
つ
も
ふ
る
さ

と
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
佐
用
町
が
大
好
き
で

す
」。

　　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

『
ス
ピ
カ
夢
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
、

山
本
さ
ん
ご
夫
妻
が
出
演
し
ま

す
。「
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
長
く

な
り
ま
す
。
今
の
道
を
開
く
き
っ

か
け
を
く
れ
た
の
は
、
地
元
の
先

生
が
た
や
、
そ
れ
を
支
え
て
く
れ

た
家
族
や
友
人
。
そ
ん
な
ふ
る
さ

と
に
何
か
お
返
し
が
し
た
か
っ
た

ん
で
す
」「
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
は
高

校
時
代
、
ピ
ア
ノ
演
奏
で
初
め
て

出
演
し
た
舞
台
。
木
の
香
り
が
し

て
、
響
き
が
良
い
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
今
の

私
の
原
点
で
す
」
と
、
コ
ン
サ
ー

ト
出
演
を
控
え
、
と
て
も
力
強
く

話
す
山
本
さ
ん
。

　

そ
ん
な
山
本
さ
ん
の
将
来
の
夢

は
、
オ
ペ
ラ
の
魅
力
を
多
く
の
人

に
伝
え
、フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
、

そ
し
て
何
よ
り
も
、
夫
婦
そ
ろ
っ

て
、
日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な
オ

ペ
ラ
歌
手
に
な
る
こ
と
。

　

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
胸
に
、

夫
婦
二
人
三
脚
の
歩
み
は
、
夢
に

向
か
っ
て
一
歩
一
歩
、
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

８
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分　

開
場

　

午
後
２
時　

開
演

■
開
催
場
所

　

ス
タ
ー
シ
ャ
ワ
ー
の
森
音
楽

　

堂
「
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
」

■
入
場
料

　

一
般
１
、０
０
０
円

　

ペ
ア
１
、８
０
０
円

　
※
当
日
は
各
２
０
０
円
増
し

■
出
演
者
（
２
組
）

　
【
第
１
部
】

　

山
本
竜
介
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）

　

山
本
美
由
紀
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　

今
野
菊
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

　
【
第
２
部
】

　

奥
田
八
代
以
さ
ん
（
笛
子
）

　

中
村
智
子
さ
ん
（
笙
）

　

萩
尾
有
紀
子
さ
ん（
二
胡
）

　

千
葉
麻
未
さ
ん
（
揚
琴
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

　

☎
82
・
０
５
９
５
（
月
曜
休
館
）

山
本
さ
ん
ご
夫
妻
も
出
演

ス
ピ
カ
夢
コ
ン
サ
ー
ト

ま
っ
た
く
興
味
が
な
か
っ
た

　
　
　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
世
界

佐
用
町
は

　
　
　  「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」

日
本
を
代
表
す
る

　
　
　

オ
ペ
ラ
歌
手
を
め
ざ
す

　上上月集落出身。昭和 51 年生まれ、32 歳。昭和
音楽大学音楽学部声楽科卒業、同大学音楽専攻科修
了。（財）日本オペラ振興会オペラ歌手育成部第 21
期修了。平成 14 年「ポッペアの戴冠」オットーネ
役でデビュー。オペラでは「蝶々夫人」「仮面舞踏会」
などに出演。平成 19 年、ヴェルディ作曲「アイーダ」
アモナズロ役でイタリアデビュー。東洋人ばなれし
た豊かな響きを持つバリトンと評された。本年９月
に歌劇「ドン　カルロ」に、12 月にオペレッタ「チャ
ルダーシュの女王」に出演予定｡
●写真：デビュー作「ポッペアの戴冠」の一場面

バリトン歌手

さん山
や ま も と

本  竜
り ゅ う す け

介

さようへの想いを
歌声にのせて
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追夢 人
輝け  さようの

刀   匠

髙
た か み

見  國
く に い ち

一
　昭和 48 年生まれ、35 歳。平成４年、刀匠の
河内國平師に入門。同師の一番弟子。その後柳村仙
寿師から刀身彫を、また国選定保存技術である「日
刀保たたら」を学び、刀づくりの基礎を学ぶ。平成
10 年、文化庁より美術刀剣類製作承認を受け、同年
新作名刀展に初出品、平成 13 年まで入選を続ける。
平成 11 年に、念願の「髙見國一鍛刀場」を本町家
内に設立し、精力的な創作活動を開始する。平成 14
年以降も、新作名刀展で毎年入賞を続け、平成 19
年には最高賞である「日本美術刀剣保存協会会長賞」
を受賞。刀匠の基盤を確立する。
●写真：刀に焼きを入れる作業工程のようす

　

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
刀
の

世
界
に
身
を
お
い
て
、
地
元
に
根

を
は
り
活
躍
す
る
髙
見
國
一
さ

ん
。
刀
か
じ
を
め
ざ
し
た
理
由
を

聞
く
と
「
父
親
の
影
響
で
す
」
と

の
こ
と
。「
高
校
２
年
の
あ
る
朝
、

仕
事
の
傍
ら
刀
の
柄つ
か
ま
き巻
を
し
て
い

た
父
が
泣
い
て
い
ま
し
た
。
理
由

は
師
匠
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
と
の

こ
と
。
そ
の
と
き
、
師
弟
関
係
は

素
敵
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
父
が
た
く
さ
ん
の
刀
の
本
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
名
刀
の
写
真

を
目
に
し
て
、
そ
の
美
し
さ
に
魅

了
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
刀
か
じ
を
志
し
ま
し
た
」。

　

こ
の
日
か
ら
、
髙
見
さ
ん
の
夢

へ
の
挑
戦
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

髙
見
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
佐

用
町
の
家
内
集
落
。
実
家
の
敷
地

内
に
「
髙
見
國
一
鍛
刀
場
」
は
あ

り
ま
す
。
髙
見
さ
ん
は
、
作
業
場

で
た
く
さ
ん
の
刀
や
資
料
に
囲
ま

れ
な
が
ら
、
精
力
的
に
刀
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

こ
ま
で
く
る
ま
で
、
苦
労
と
努
力

の
連
続
で
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
刀
匠
と
し
て
著

名
な
河
内
國
平
の
一
番
弟
子
と
し

て
入
門
し
ま
す
。

　
「
私
が
入
門
す
る
前
に
も
多
く

の
弟
子
が
い
た
そ
う
で
す
が
、
あ

ま
り
の
辛
さ
に
み
ん
な
や
め
て

い
っ
た
そ
う
で
す
」
と
話
す
髙
見

さ
ん
。

　
「
私
は
師
匠
に
も
、
親
に
も
迷

惑
を
か
け
た
く
な
か
っ
た
。
ど
ん

な
に
辛
く
と
も
、『
自
分
の
夢
』

を
実
現
す
る
た
め
、
絶
対
に
や
め

ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
」「
早
く

一
人
前
に
な
っ
て
、
地
元
で
鍛
刀

場
を
設
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
日

夜
刀
づ
く
り
の
研
究
に
明
け
暮
れ

ま
し
た
」。

　

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
平

成
11
年
に
独
立
。
自
分
の
力
で
夢

を
実
現
し
ま
し
た
。

　

独
立
し
、
最
近
気
が
つ
い
た
の

は
、
佐
用
町
の
す
ば
ら
し
さ
。

「
私
の
仕
事
は
『
こ
こ
ろ
の
や
す

ら
ぎ
』
が
大
切
で
す
。
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
の
四
季
、
ま
た

山
や
川
の
風
景
、
風
の
に
お
い
を

感
じ
る
こ
と
は
、
作
品
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
こ
の
ま
ち
は
、
私

の
仕
事
に
ぴ
っ
た
り
。
そ
し
て
、

何
よ
り
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
ま

ち
。
大
好
き
で
す
」「
千
種
川
水

系
は
、
昔
は
鉄
で
有
名
で
し
た
。

将
来
は
佐
用
町
で
、
自
家
製
鋼
か

ら
刀
づ
く
り
ま
で
手
が
け
た
い
」。

　

髙
見
さ
ん
の
夢
へ
の
挑
戦
は
、

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

　
（
財
）
日
本
美
術
刀
剣
保

存
協
会
が
主
催
す
る
平
成

20
年
新
作
名
刀
展
で
、
髙

見
國
一
さ
ん
作
「
銘　

播

磨
國
住
人
髙
見
國
一
作
之

　

徳
不
孤
必
有
隣
平
成

十
九
年
杯
梅
花
酒
」
が
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

髙
見
さ
ん
は
「
昨
年
の

最
高
賞
の
受
賞
に
続
き
、

と
て
も
う
れ
し
い
。
こ
れ

を
は
げ
み
に
、
良
い
作
品

を
作
り
た
い
」
と
、
う
れ

し
そ
う
な
笑
顔
で
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
入
賞
作

品
は
、
東
京
都
に
あ
る
刀

剣
博
物
館
で
、
６
月
３
日

か
ら
、
７
月
13
日
ま
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

高
校
２
年
の
と
き

　

父
親
の
影
響
で
刀
か
じ
を
夢
見
る

研
究
に
明
け
暮
れ
る
毎
日

「
い
つ
か
地
元
に
鍛
刀
場
を
」

佐
用
町
で
自
家
製
鋼
か
ら

　

刀
づ
く
り
ま
で
手
が
け
た
い

今
年
も
見
事
入
賞

　
　

新
作
名
刀
展真剣なまなざしで刀を作る髙見さん

さん

※

※柄巻：刀剣の柄を革・糸などで巻くこと。また、それを職業とする人

撮
影　

宮
田　

昌
彦
さ
ん
者
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 町内各地の 納涼     祭り夏
開 催 日 名　　称 場  所  や  内  容  な  ど

８月１０日（日）   石井地区納涼祭  ・石井体育館周辺　午後６時～
 ・夜店、お楽しみ抽選など

８月１４日（木）

  平福夏祭り
 ・模擬店・抽選会
　（午後７時～午後９時 / 智頭急行『平福駅』前）
 ・花火大会（午後７時 30 分～ / 約 200 発）

  長谷地域ふるさと祭り  ・ふれあい長谷グラウンド　午後７時～
 ・足半踊り、夜店、お楽しみ抽選など

  海内地区納涼ふるさと祭り  ・みうち若杉館グラウンド　午後７時～
 ・夜店、お楽しみ抽選など

８月１５日（金）   佐用ふるさと納涼夏祭り
  ・夜店（午後７時～午後９時 30 分 / 佐用町民グラウンド）
 ・花火大会
 　（午後７時 30 分～８時 30 分 / 約 1,000 発）
 　（午後６時 30 分から付近は通行止め）
 ・盆踊り大会（午後８時 30 分～ / 佐用町民グラウンド）

８月２３日（土）   田此日限地蔵尊夏祭り

 ・夜店（午後５時～歩行者天国 / 田此商店街）
 ・漫才（ジャンクション・桜）
 ・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｼｮｰ（ＫＡＺＵ）
 　（午後７時～ / 日限地蔵尊境内）
 ・ミニＳＬ（午後６時～ / 田此ふれあい広場 )
 ・花火大会（午後８時 30 分～午後９時 / 約 500 発）

悪天候の場合は、中止する場合があります。
警備員の指示には従い、ごみは必ず持ち帰
りましょう。

　町では、「佐用町ふるさと応援基金条例」を制定し、
まちづくりへの寄附金を全国から広く募ります。
　合併以降、新しい歴史を刻み始めた本町ですが、地域
経済の停滞や財政の困窮など、本町の進む道は決して平
坦ではありません。とりわけ、県下で高齢化率が高い本
町にとって、深刻な過疎化・少子高齢化は、農山村集落
のコミュニティ崩壊にもつながりかねません。
　豊かな自然と歴史風土に育まれた財産を、後世まで引
き継ぐため、まちづくり活動の応援手法として「佐用町
ふるさと応援基金」を制定し、ふるさと佐用への想いを
持つ全国の人たちから、寄附を募ることにしました。
　本町へ想いを持つ全国のかたがたへ、みなさまから本
制度を広めていただき、本町のまちづくりにご支援いた
だくようご協力ください。

佐用町ふるさと応援基金

　お寄せいただいた寄附金の使い道は、右の
①～③から選んでいただきます。特に指定さ
れない場合は、目的達成のために町長が必要
と認める事業に充当させていただきます。

■寄附金は 5、000 円が１口ですが、5、000
　円以下でも可能です。
■寄附をいただいたかたは、確定申告で寄附
　金控除が受けられます。
■１口以上の寄附をいただいたかたには、本
　町の特産品を進呈します。

①ひとづくり事業（みんなで支え合い、助け合う）
　子育て支援の充実や生涯学習の推進、学校教育の充実、青少
年育成など
②まちづくり事業（いきいきと暮らせるふるさとに）
　保健・医療の充実、高齢者福祉の充実や地域福祉活動、観光
　振興、雇用対策、起業支援など
③自然環境づくり（ふるさと景観や歴史を伝える）
　棚田や清流「千種川」の保全、花いっぱい運動の推進、歴史
　的環境の保全、環境保全の推進、文化財の保存など

　寄附の使い道

を設置しました

■お問い合わせ　まちづくり課　☎８２－０６６４

制度を広めるため、ご協力ください
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  ３割を超える被害は、連絡を忘れずに
　気象上の原因による風水害、いもち病、ウンカなどの病虫
害、シカ・イノシシなどの獣害によって、耕地一筆ごとに収
穫量の３割を超える被害が予想される場合には、共済連絡員

（農会長）へ被害状況と刈り取り予定日を忘れずに連絡して
ください。共済連絡員と損害評価員（両者とも農会役員）が、
被害田の見込み収穫量を調査し、損害評価野帳を農業共済課
へ提出します。
　その後、抜き取り調査などによる損害の評価を行い、程度
に応じて共済金をお支払い（12 月末予定）します。
　抜き取り調査前に刈り取ると評価ができず、共済金支払い
の対象外となりますので十分にご注意ください。
※損害評価員：被害のあった耕地の調査などを行う役割を担う

   申し込み受付中　園芸施設共済
　園芸農家にとっては、台風によるビニールの破損、ハウス
本体やハウス内の農作物への損害が心配される季節となりま
した。強風や大雨などの災害から大切な園芸施設を守るため、
ＮＯＳＡＩの「園芸施設共済」への加入をご検討ください。
　設置面積の合計が２００平方㍍を超えるプラスチック、雨
よけハウスなどの施設本体のほかに、暖房、換気設備などの
附帯設備や施設内の農作物も加入対象となります。補償期間
は、掛金をいただいた日の翌日から１年間で、掛金の半分を
国が負担します。

■お問い合わせ　農業共済課　☎７９－２９８３

農業共済課からお知らせ
稲の生育は順調ですか？

掛け金の半分を国が負担

受賞
乙大木谷棚田保全組合が
国土交通大臣表彰

　乙大木谷棚田保全組合が、このほど、東京で開
催された国土交通大臣表彰の授賞式で、まちづく
り功労者表彰を受賞しました。
　これは、乙大木谷集落が棚田を守りながらオー
ナー制度などを通じ、都市住民との交流を深める
など、日ごろの活動が評価され受賞したものです。
　同組合の組合長、田中巍

たかし

さんは「受賞は本当に
光栄。棚田は先祖の努力で今日まで引き継がれた
大切なもの。今後も、この財産を守るため力を合
わせてがんばりたい」と、満面の笑顔で受賞の喜
びを話していました。

町長に受賞報告に来庁した組合長の田中巍さん

おめでとうございます

    申し込み受付中！　 下記の宿泊施設へ直接お願いします。
申し込み締切り　９月 30 日（火）まで

　 期間限定！佐用町ひまわりゴルフパック
      同窓会、職場や仲間でのコンペにご利用ください。

みどりの健康舎
「ゆう・あい・いしい」

夕食は、楽しいバーベキュー
をお楽しみください。
☎　８５－０１００
FAX ８５－０３９１

町営
「笹ケ丘荘」

夕食は、地鶏の夏御前をお
楽しみください
☎　８８－０１４９
FAX ８８－１１４９

　佐用町への観光客誘致を目的に、町内の４コースと宿泊施設が提
　携し、お得なゴルフパックを企画しました。

１２、８００円

　　　　　　     ■お問い合わせ　佐用町観光協会（商工観光課）
　                                                             ☎８２－０６７０ 

・土日祝日と８月 12 日（火）と 13 日（水）は追加料金が必要です。
・２人以下のご利用、またキャディーの利用は追加料金が必要です。
・クレジットカードはご利用できません。

 申し込みいただいたかたには、ひまわりの種をプレゼント！

 大人お一人様１泊３食つき

　主催　佐用町観光協会　後援　佐用町商工会・佐用町

有機農業による地域の活性化について考える

有機農業フォーラム 
と　き ８月31日（日）

午後１時 30 分～

ところ  江川文化センター

■お問い合わせ　農林振興課　☎８２－０６６７

■講演
テーマ「中山間地域による地域活性化について」

神戸大学名誉教授　兵庫農漁村社会研究所所長
保田　茂　さん

■パネルディスカッション
テーマ 「土おこし、村おこし、地域おこし」

・NPO 但馬まちづくり研究所理事長
　梅谷光太朗さん

・江川地域のグループリーダー
・保田　茂さん

さようin

入場無料

※
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初 心 者  

住民手づくり芝居

大歓迎 役者　スタッフ募集
■公演予定　来年 2 月 21 日（土）・22 日（日）
■応募資格　小学生以上で性別・経験不問。ただし、小
　　　　　中学校の児童や生徒は保護者の承諾が必要。
　　　　　　練習や準備に熱意を持って参加できるかた。
■練習時間　おおむね 11 月までは週 1 回
　　　　　　12 月から週 2 回程度
　　　　　　午後 7 時～午後 9 時 30 分まで
■練習場所　さよう文化情報センター
■申込方法　７月号広報と配布した申込書を郵送または提
　　　　　出いただくか、住所、氏名、年齢、電話番号、
　　　　　役者またはスタッフの希望を電話かファックス
　　　　　もしくはメールで申し込みください。
■応募締切　8 月 20 日（水）まで　
　　　　　※ただし、スタッフは随時受付しています。

 ■申し込み・お問い合わせ　 さよう文化情報センター
　〒 679-5301　佐用町佐用 2585
　☎８２－３３３６　FAX ８２－０３１３
　E- ﾒｰﾙ：orihime@town.sayo.lg.jp

＆
スターダスト2008月と星

の祭典

と　き ８月12日（火）
午後３時～夜半すぎ

ところ 西はりま天文台公園
　毎年開催する天文台公
園の最大のイベントです。
天文講演会や天文クイズ、
模擬店、ペルセウス座流
星群の観察、ピアノコン
サート、そしてなゆた望
遠鏡での観望会。
　大人から子どもまで楽
しめるイベント盛りだく
さん。ぜひ、ご来場くだ
さい。

         ■お問い合わせ　西はりま天文台公園
　　            　　               ☎８２－０５９８

in  おおなで

共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ
35

　

７
月
５
日
、
中
安
小
学
校
、
中

安
保
育
園
で
、
中
安
地
域
づ
く
り

協
議
会
の「
三
世
代
交
流
七
夕
会
」

が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
約
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

各
自
の
願
い
を
書
い
た
短
冊
で

七
夕
の
飾
り
つ
け
を
し
た
後
、
平

井
保
育
園
長
の
七
夕
の
お
話
や
、

七
夕
の
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
、
気

分
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
鮎
つ
か
み
で

は
、
子
ど
も
た
ち
は
最
初
は
お
っ

か
な
び
っ
く
り
で
し
た
が
、
最
後

は
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
、

鮎
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
中
安
地
域
づ
く
り
協

議
会
の
篠
倉
京
一
さ
ん
（
小
山
）

は
「
地
域
づ
く
り
は
、
き
ず
な
づ

く
り
が
大
事
。
も
っ
と
き
ず
な
を

強
く
し
て
い
き
た
い
」
と
事
業
の

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

広
報
紙
づ
く
り
の
「
い
ろ
は
」
を
学
ぶ

　

７
月
４
日
、
三
日
月
地
域
づ
く

り
協
議
会
広
報
委
員
の
研
修
会

が
、
三
日
月
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り

を
行
う
た
め
に
、
神
戸
新
聞
西
播

磨
中
央
支
局
長
の
横
部
章
夫
さ
ん

を
講
師
と
し
て
、
紙
面
の
作
り
か

た
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た

　

横
部
支
局
長
の
話
は
「
何
を
伝

え
た
い
か
を
よ
く
考
え
、
文
章
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
」「
紙
面
は

多
く
の
人
た
ち
で
、
わ
い
わ
い
と

企
画
す
る
と
、
魅
力
的
な
も
の
に

な
る
」
な
ど
、
具
体
的
な
ポ
イ
ン

ト
ば
か
り
で
、
参
加
し
た
み
な
さ

ん
は
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し

た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
広
報
委
員
の

み
な
さ
ん
は
「
具
体
的
な
話
で
参

考
に
な
っ
た
。
み
ん
な
の
知
恵
を

出
し
合
っ
て
、
よ
り
よ
い
紙
面
づ

く
り
を
め
ざ
し
た
い
」
と
、
研
修

の
成
果
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
広
報
委
員
会

三
世
代
交
流
で
「
き
ず
な
」
づ
く
り

中
安
地
域
づ
く
り
協
議
会

熱
心
に
聴
講
す
る
み
な
さ
ん

（
写
真
一
番
左
が
横
部
支
局
長
）

鮎
つ
か
み
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち



�

2008/ ８月号

山部泰嗣と天領太鼓「一刀」

和太鼓 コンサート
と　き ８月24日（日）

午後６時開場
ところ 上月文化会館

山部泰嗣（写真中央）

2004 年東京国際和太鼓コン
テストにて、最年少で最優秀
賞を受賞。伝統的な和太鼓の
テンポから、ロック調のテン
ポまで、あらゆるリズムを自
由自在に表現する。海外公演
を行う一方『山部泰嗣と天領
太鼓 “ 一刀 ”』を新結成。

■入場料　一般１、５００円、高校生以下５００円
　　　　　（当日各２００円増し）
■お問い合わせ　上月文化会館　☎８６－１１５３

佐
用
町
人
権
推
進
強
調
月
間

     

 テーマ：家族のきずな

 ■とき　

　 　　　　午後１時３０分開会
 ■ところ　さよう文化情報センター ホール
 ■入場料　無料 
 ■内容　
 オープニングコンサート
　・フルート＆ピアノデュオ「夏の思い出」
　                               フルート：筏薫理さん
　                                             ピ  ア  ノ：冨田恵美さん

　・コーラス　三日月アンサンブル
 人権標語ポスター・入賞者表彰
 人権作文の朗読（３人）
 　江川小学校児童
 　上月中学校生徒
 　佐用高校生徒
 記念講演
 　演題
 　「私の介護体験
 　～あなたと私の笑顔のために～」
 　講師
 　タレント・作家
 　　遙　洋子さん
 ■お問い合わせ
　 生涯学習課　☎８２－３３３６

⑰

●佐用町人権標語

 「ひろめよう たしかな人権 わたしから」

筏薫理さんは、本町久保
出身。お二人でおりなす
美しい音色をお楽しみく
ださい。

　

町
で
は
、
８
月
を
「
人
権
文
化

を
す
す
め
る
町
民
運
動
推
進
強
調

月
間
」と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

た
め
、
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町

民
運
動
講
演
会
「
人
権
ま
ち
づ
く

り
フ
ェ
ス
タ
さ
よ
う
２
０
０
８
」

を
、
８
月
30
日
（
土
）
に
開
催
し

ま
す
。
人
権
を
あ
ら
た
め
て
考
え

る
た
め
に
募
集
し
た『
人
権
標
語
』

の
入
選
作
の
発
表
や
、町
内
の
小
・

中
・
高
校
生
の
人
権
作
文
の
朗
読

を
は
じ
め
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
記
念

講
演
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
す
。

　

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
地
域
で
も
パ
ネ
ル
展
や

映
画
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

人
権
パ
ネ
ル
展
も
同
時
開
催

　

著
名
人
に
よ
る
ハ
ー
ト
フ
ル

メ
ッ
セ
ー
ジ
パ
ネ
ル
や
、
町
内
の

園
児
や
小
中
学
生
が
描
い
た
人
権

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間

　

８
月
23
日
（
土
）
～
31
日
（
日
）

■
会
場　

　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２
０
０
８
上
月
夏
の
映
画
会

　
　
　
「
千
の
風
に
な
っ
て
」

■
出
演　

南　

果
歩
、
西
山
繭
子

　

伊
藤
高
史
、　

■
日
時　

８
月
20
日
（
水
）

　

第
１
回　

午
前
10
時
～

　

第
２
回　

午
後
７
時
30
分
～

■
場
所　

上
月
文
化
会
館

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
86
・
１
２
１
０

人権まちづくりフェスタ
さよう２００８

８月30日（土）
８
月
は

　パソコンで遊ぼうスタッフによるパソコン
教室受講生を募集します。

■開催日　
　８月 22 日（金）、27 日（水）、29 日（金）、
　９月３日（水）
■時　間　午後７時 30 分～午後９時 30 分
■場　所　上月文化会館パソコン室
■対象者　マウス操作、文字入力の　できるかた、エ
　クセル 2007 搭載のパソコンを持参できるかた
■内　容
　基本操作、表・図形の作成など
■受講料　２、０００円（テキスト代含む）
■募集人数　２０人
■申込期限　８月 12 日（火）

　　　　　■申し込み・お問い合わせ
　　　　　　　上月支所地域振興課
　　　　　　　☎８６－１２１０

エクセル
２００７ 受講生募集
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第
30
回
佐
用
町
卓
球
大
会

■
開
催
日　

６
月
15
日
（
日
）

■
場
所　

上
月
体
育
館

【
一
般
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

野
中　

駿（
佐
用
高
）

　

準
優
勝　

福
原
将
人（
佐
用
高
）

　

第
３
位　

志
水
雅
俊（
佐
用
高
）

　

第
３
位　

北
野
広
大（
佐
用
高
）

【
一
般
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

祖
開
章
江（
上
月
ク
）

　

準
優
勝　

小
林
歩
美（
佐
用
高
）

　

第
３
位　

山
本
美
紀（
上
月
ク
）

　

第
３
位　

大
下
宣
子（
佐
用
高
）

【
中
学
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

丸
山
翔
太（
上
津
中
）

　

準
優
勝　

盛
崎
圭
亮（
佐
用
中
）

　

第
３
位　

西
浦
俊
一
郎（
佐
用
中
）

　

第
３
位　

春
名　

慎（
佐
用
中
）

【
中
学
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

井
上
愛
夢
美（
三
土
中
）

　

準
優
勝　

高
濱
祐
子（
佐
用
中
）

　

第
３
位　

大
谷
真
由（
三
土
中
）

　

第
３
位　

安
東
夏
都
美（
三
土
中
）

【
小
学
生
の
部
】

　

優　

勝　

藤
本
真
也
（
三
日
月
ク
）

　

準
優
勝　

井
上
花
恋（
Ｓ
Ｃ
21
三
河
）

　

第
３
位　

保
田
理
恵（
Ｓ
Ｃ
21
三
河
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
優　

勝　

野
中　

駿
・
福
原
将
人
（
佐
用
高
）

　
準
優
勝　

春
名
佑
紀
・
松
阪　

純
（
佐
用
高
）

　
第
３
位　

志
水
雅
俊
・
北
野
広
大
（
佐
用
高
）

　
第
３
位　

祖
開
章
江
・
山
本
敏
弘
（
上
月
ク
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
優　

勝　

安
東
夏
都
美
・
春
尾
亜
理
沙
（
三
土
中
）

　
準
優
勝　

大
谷
真
由
・
平
山
徳
美
（
三
土
中
）

　
第
３
位　

小
河
綾
香
・
小
林
歩
美
（
佐
用
高
）

　
第
３
位　

大
下
宣
子
・
大
谷
由
香
（
佐
用
高
）

佐
用
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

■
開
催
日　

６
月
14
日
（
土
）

　

26
日
（
木
）

■
場
所　

上
月
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

上
月
マ
ド
ン
ナ

　

準
優
勝　

江
川
フ
レ
ン
ズ

　

第
３
位　

佐
用
ス
タ
ー
ク
イ
ー
ン
ズ

町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

■
開
催
日　

６
月
21
日
（
土
）

■
場
所　

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

　

優　

勝　

佐
用
Ａ

　

準
優
勝　

佐
用
Ｂ

　

第
３
位　

上
月

第
８
回
会
長
杯
争
奪

町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
混
合
大
会

■
開
催
日　
６
月
24
日（
火
）、７
月
３
日（
木
）

■
場
所　

上
月
体
育
館

上
位
グ
ル
ー
プ

　

優　

勝　

Ｈ
ｅ
ａ
ｔ

　

準
優
勝　

紅
羽
拾
打
隊

　

第
３
位　

シ
ー
ル
ド
Ⅰ

下
位
グ
ル
ー
プ

　

優　

勝　

40'S

　

準
優
勝　

チ
ー
ム
い
も
の
会

　

第
３
位　

シ
ー
ル
ド
Ⅱ

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

　

７
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
、
本

町
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
７
人

が
農
業
な
ど
の
研
修
に
訪
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
兵
庫（
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）と
、

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
（
神
戸
の
特
定
非
営
利

活
動
法
人
）
の
支
援
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

研
修
員
の
み
な
さ
ん
は
、
上
月

中
学
校
で
交
流
を
楽
し
ん
だ
後
、

田
和
の
棚
田
で
石
垣
積
み
の
研

修
、
佐
用
高
校
で
有
機
農
業
の
技

術
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
の
夜
に
は
笹
ケ
丘
荘
で
、

町
国
際
交
流
協
会
が
交
流
会
を
開

催
し
、
本
町
に
滞
在
中
に
交
流
の

あ
っ
た
み
な
さ
ん
や
、
同
協
会
の

メ
ン
バ
ー
な
ど
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
修
員
の
み
な
さ
ん
は
「
佐
用

町
の
み
な
さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
で
、
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
の
で
、
帰

国
し
て
農
業
の
振
興
の
た
め
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

農
業
技
術
な
ど
を
研
修

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
７
人
が
来
町

石
垣
積
み
に
汗
を
流
す
み
な
さ
ん

　文化財保護法のなか
で、土地造成、工場や
住宅建設、道路、水道
など、土木工事を伴う
事業を、埋蔵文化財包
蔵地（遺跡地）で行お
うとする場合、事前に
届出が必要とされてい
ます。
　この届出は工事着手
の 60 日 前 ま で に 行 う
よう定められています。
これは工事で壊される
恐れのある埋蔵文化財
の保護協議や発掘調査
を行うための期間を確保するためです。また、現在、
埋蔵文化財包蔵地となっていない区域においても、
調査歴がなく包蔵地かどうか不明の場所もあります。
このような場合は、試掘調査などを行い、埋蔵文化
財があるかどうかを調べることがあります。
　土木工事などを計画する際、埋蔵文化財の有無を
教育委員会まで照会していただくようお願いします。

■お問い合わせ　教育委員会　☎８２－２４２４　

ご存知ですか？文化財保護法

土木工事には届出が必要です

流れ図

（
敬
称
略
）
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五
輪
塔
と
い
う
も
の
は
町
内
で

も
所
々
で
見
か
け
る
も
の
で
す
が

供
養
塔
や
墓
石
と
し
て
古
く
平
安

時
代
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
は
じ
め

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
こ
の
五
輪
塔

は
、
上
上
月
に
あ
る
上
月
八
幡
神

社
か
ら
東
側
に
下
っ
た
と
こ
ろ
の

平
地
に
建
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

高
さ
は
１
２
３
、４
㌢
、
石
材
は

花
崗
岩
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
各
輪

（
五
輪
塔
を
構
成
す
る
各
部
位
で
、
下

よ
り
地
・
水
・
火
・
風
・
空
を
意
味

す
る
と
さ
れ
る
）
に
は
大
き
く
梵ぼ
ん

字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
体
的

に
室
町
時
代
の
も
の
ら
し
い
、
や

や
縦
長
な
が
ら
ど
っ
し
り
と
し
た

形
が
特
徴
的
な
塔
と
い
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
塔
は
も
と
も

と
こ
の
場
所
に
建
て
ら
れ
て
い
た

か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
く
、
別

な
場
所
か
ら
移
さ
れ
た
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
場
所
に
は
昔
お
寺
が
あ
っ
て

そ
れ
に
関
係
す
る
も
の
か
、
な
ど

の
話
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
付
近
は

発
掘
調
査
し
た
際
に
墓
と
思
わ
れ

る
遺
跡
が
み
つ
か
り
、
ま
た
こ
の

五
輪
塔
が
神
社
の
車
道
工
事
に
よ

っ
て
移
さ
れ
た
と
き
下
か
ら
は
中

世
ご
ろ
の
甕か
め

が
見
つ
か
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
（
こ
の
塔
の
も
の
か
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
）、
昔
は

墓
地
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
五
輪
塔

は
町
内
で
も
数
少
な
い
室
町
初
期

ご
ろ
の
作
で
保
存
状
態
も
良
好
な

こ
と
か
ら
、
貴
重
な
文
化
財
と
し

て
の
価
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
昭

和
63
年
に
町
指
定
の
建
造
物
と
な

り
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
２
４
２
４

　
　

～
上
上
月
五ご

り

ん

と

う

輪
塔
～

　
　

シ
リ
ー
ズ　

佐
用
町
の
誇
り　

⑮　

室
町
時
代
初
期
の
貴
重
な
も
の

　

緑
い
っ
ぱ
い
の
香
り
が
す
る
美

し
い
郷
土
。
こ
の
地
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
地
球
の
気
温
は
ど
ん
ど
ん

上
昇
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
便

利
で
快
適
な
暮
ら
し
が
多
く
の
二

酸
化
炭
素
を
排
出
し
、
地
球
温
暖

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
は
増
加
す
る
一
方
で
、

私
た
ち
の
行
動
や
社
会
の
あ
り
か

た
が
今
後
の
地
球
温
暖
化
の
動
向

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
少
し

で
も
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
心

が
け
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

よ
り
よ
い
環
境
を
残
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
に
挑
戦

　

地
球
温
暖
化
を
抑
制
す
る
た

め
、
家
族
で
分
担
し
て
エ
コ

チ
ェ
ッ
ク
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
例
え
ば
、
お
父
さ
ん
は
ガ
ソ

リ
ン
・
灯
油
、
お
母
さ
ん
は
水
道
・

ガ
ス
、子
ど
も
た
ち
は
電
気
な
ど
、

役
割
分
担
を
決
め
、
日
ご
ろ
の
使

い
か
た
を
見
直
し
な
が
ら
、
使
用

量
を
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
表
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
ム
ダ
な
と
こ
ろ
を
発
見

し
、
そ
の
ム
ダ
を
減
ら
す
た
め
に

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

毎
月
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
季
節

ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
か
た

や
変
化
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
家
族
で
工
夫
し
た
効

果
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

家
族
全
員
で
話
し
合
い
、
協
力

し
あ
っ
て
家
庭
の
省
エ
ネ
生
活
を

進
め
て
い
け
ば
、
そ
れ
は
家
計
に

や
さ
し
い
、
そ
し
て
地
球
に
や
さ

し
い
生
活
な
の
で
す
。

　

さ
っ
そ
く
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
継

続
す
る
こ
と
で
す
。

　

兵
庫
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど

の
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.ecohyogo.jp/

■エコチェック表【　　月】
項目 使用量購入量 二酸化炭素排出係数 二酸化炭素排出量 料　金

電気 kWh × 0.39 kg 円

ガス ㎥               × 6.5   kg 円

水道 ㎥ × 0.36 kg 円

灯油 L               × 2.5 kg 円

ガソリン L               × 2.3 kg 円

今 月 の 合 計 kg 円

ストップ温暖化シリーズ
知っているから行動へ

家
族
で
取
り
組
も
う

　
　   　
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　
　
　
町
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

　
  　

                    

高
見　

房
子
さ
ん
（
家
内
）
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　医療機関にかかるときの自己負担の割合（１割か３割）
は、本年７月までは老人保健制度と同様、同一世帯の被
保険者や、70 歳以上のかたの所得や収入で判定してい
ましたが、８月からは同一世帯の被保険者の所得や収入
で判定します。
　８月１日から来年７月 31 日までの自己負担金の割合
は、平成 19 年中の所得や収入で判定し、①②に該当す
るかたへ、新しい被保険者証を７月 20 日ごろ送付して
います。８月１日からは新しい被保険者証を医療機関の
窓口に提示してください。古い被保険者証は使用できま
せんので、福祉課または各支所にお返しください。
　①一部負担金の割合が変更になるかた
　②現在、被保険者証の一部負担金の割合欄に『３割 
ただし平成 20 年７月 31 日までは、自己負担限度額「一
般」適用』の記載のあるかた
　なお、①②に該当しないかたは、今の被保険者証で受
診できます。（世帯の状況に異動があったり、所得の更
正などが行われたりしたときは、一部負担金の割合が随
時変更されることがあります。）

自己負担割合が変更になるかたに

8 月は
更新時期

　住民税非課税世帯のかたは、限度額適
用・標準負担額減額認定証で、入院時の
一部負担金限度額が１５、０００円、ま
たは２４、６００円となり、食事代も減
額されます。
　認定証の更新時期は毎年８月です。認
定証をお持ちで８月以降も引き続き対象
となる可能性があるかたには、申請書を
送付しています。世帯員全員が住民税非
課税のかたで認定証をお持ちでない場合
は、入院の際に福祉課または各支所に申
請してください。

保険料の支払い方法の変更について

被保険者証

保険料

　保険料が年金から天引きされる予定となっているかたのうち、以下のいずれかの要件を満たすかた
は、事前に金融機関の窓口にて保険料の口座振替の手続きを行ったうえで、福祉課で手続きをすると、
保険料を口座振替で支払うことができます。
　①国民健康保険の保険料を確実に納付していたかたが、口座振替により納付する場合
　②世帯主または配偶者がいるかた（年金収入が 180 万円未満のかた）で、その口座振替により納
　付する場合
※直近の年金からの天引きは中止できない場合があります。

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

■お問い合わせ　福祉課　☎８２－０６６１
　　　　　　　　県後期高齢者医療制度広域連合事務局　☎（０７８）３２６－２６４８（資格給付係）

新しい被保険者証を送付しています
限度額適用・標準負担額減額
認定証の更新をお忘れなく

か
ら
お
知
ら
せ

  

平
成
20
年
度
地
方
税
制
改
正

　

平
成
20
年
度
地
方
税
制
改
正
の

主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
※
町
税
・
県
税
は
、
影
響

の
あ
る
税
区
分
を
示
し
て
い
ま
す
。

■
個
人
住
民
税
に
お
け
る
寄
附
金

税
制
の
拡
充
（
町
税
・
県
税
）

・
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附

金
税
制
の
見
直
し

　

都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す

る
寄
附
金
の
う
ち
、
５
千
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民

税
所
得
割
の
約
１
割
を
上
限
と
し

て
、
所
得
税
と
合
わ
せ
て
全
額
が

控
除
さ
れ
ま
す
。

・
条
例
に
よ
る
控
除
対
象
寄
附
金

を
指
定
す
る
仕
組
み
の
導
入
な
ど

　

所
得
税
の
控
除
対
象
寄
附
金
の

う
ち
、
地
方
公
共
団
体
が
条
例
に

よ
っ
て
指
定
し
た
寄
附
金
を
寄
附

金
控
除
の
対
象
に
追
加
し
ま
す
。

■
証
券
税
制
（
町
税
・
県
税
）

　

上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
益
・
配

当
に
係
る
軽
減
税
率
（
３
㌫
）
を

平
成
20
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
し

ま
す
。（
平
成
21
年
度
以
降
５
㌫

と
な
り
ま
す
。）

■
道
路
特
定
財
源
（
県
税
）

　

自
動
車
取
得
税
と
軽
油
取
引
税

の
税
率
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限

を
10
年
延
長
し
ま
す
。
自
動
車
取

得
税
の
免
税
点
の
特
例
措
置
の
適

用
期
限
を
10
年
延
長
し
ま
す
。

■
公
益
法
人
制
度
改
革　
（
町
税
・
県
税
）

　

法
人
住
民
税
法
人
税
割
と
法
人

事
業
税
所
得
割
は
、
法
人
税
と
同

様
の
取
り
扱
い
と
し
ま
す
。

■
環
境
税
制
（
県
税
）

　

自
動
車
の
グ
リ
ー
ン
化
・
自
動

車
取
得
税
の
低
燃
費
車
特
例
の
延

長
。
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
乗
用

車
に
係
る
自
動
車
取
得
税
の
特
例

措
置
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

■
住
宅
税
制

　

省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
住
宅
に

係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の

創
設
（
町
税
）
や
、
長
期
優
良
住

宅
（
２
０
０
年
住
宅
）
に
係
る
特

例
措
置
の
創
設 

（
町
税
・
県
税
）、

そ
の
ほ
か
新
築
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
の
減
額
措
置
の
適
用
期
限

の
延
長 （
町
税
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他
（
町
税
・
県
税
）

　

公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便

宜
や
町
に
お
け
る
徴
収
の
効
率
化

を
図
る
観
点
か
ら
、
個
人
住
民
税

に
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制

度
を
導
入
し
ま
す
（
平
成
21
年
10

月
支
給
分
か
ら
実
施
）。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
町
税　

税
務
課

　

☎
82
・
０
６
６
２

・
県
税　

上
郡
県
税
事
務
所

　

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
５
８
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町
内
の
医
療
機
関
で

　
　
　
　   

受
診
で
き
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
心
臓
病

や
糖
尿
病
な
ど
の
深
刻
な
生
活
習

慣
病
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
の
た
め
、
４
月
か
ら
各
地
域

で
集
団
の
健
康
診
査
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
っ
て
受

診
で
き
な
か
っ
た
か
た
を
対
象
に
、

町
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
特
定

健
康
診
査
（
個
別
健
診
）
を
実
施

し
ま
す
。

■
健
康
診
査
の
内
容

　

 

問
診
・
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・

尿
検
査
・
生
化
学
検
査
・
腹
囲
測
定
。

　

医
師
の
判
断
に
よ
る
追
加
項
目

（
眼
底
・
心
電
図
・
貧
血
検
査
）

■
受
診
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40
～

74
歳
の
か
た

※
年
齢
は
、
平
成
21
年
３
月
31
日

現
在
の
年
齢
で
す
。

■
受
診
料　
　
　

１
、０
０
０
円

■
実
施
期
間　

８
月
11
日
（
月
）

　

～
10
月
31
日
（
金
）

■
申
し
込
み

　

住
民
課
へ
電
話
な
ど
で
申
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
「
受
診
券
」
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

　

受
診
券
を
受
領
後
、
左
記
の
医

療
機
関
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

・
が
ん
検
診
の
受
診
も
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
医
療
機
関
へ
の
申
し

込
み
す
る
と
き
に
、
そ
の
旨
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

・
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
の
か
た

の
場
合
、
各
保
険
者
が
発
行
す
る

受
診
券
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
各
事
業
所
、
ま
た
は

保
険
組
合
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
実
施
医
療
機
関

　
■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

医療機関名 電話番号 実施項目
佐用中央病院 82 － 2154 特定健診・がん検診
佐用共立病院 82 － 2321 特定健診・がん検診
岡本医院 88 － 0605 特定健診
岡尾医院 78 － 0034 特定健診
尾崎内科医院 77 － 0447 特定健診
尾崎病院 77 － 0221 特定健診・がん検診
長田クリニック 88 － 1111 特定健診
織田医院 79 － 2206 特定健診

　  

更
新
を
お
忘
れ
な
く

　   「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　

医
療
費
の
自
己
負
担
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
、
定
め
ら
れ
た
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
は
、
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
対
象
外

費
用
あ
り
）。

　

入
院
し
た
場
合
の
高
額
療
養
費

は
、
病
院
で
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
を
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
、
毎
年
８
月
１
日
～
翌

年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

更
新
手
続
き
や
、
新
規
交
付
申

請
は
、
国
民
健
康
被
保
険
者
証
・

印
か
ん
を
持
参
い
た
だ
き
、
住
民

課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課
・

三
河
出
張
所
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
と
、
認
定
証
の
交
付

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

特定健康診査

国民健康保険

 

差
し
押
さ
え
不
動
産
を

　
　
　
　        

公
売
し
ま
す

　

町
で
は
、
差
し
押
さ
え
不
動
産

の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

公
売
物
件
の
名
称
・
数
量

■
土
地

　

所
在　

佐
用
町
三
日
月
字
田
此

　
　
　

１
２
０
５
番
地
２

　

地
目　

宅
地

　

地
積　

２
５
７
、７
５
平
方
㍍

■
家
屋

　

所
在　

同
所

　

種
類　

店
舗
／
木
造
瓦
葺

　
　
　

２
階
建

　

面
積　

１
階
６
３
、６
３
平
方
㍍

　
　
　
　

２
階
１
９
、８
３
平
方
㍍

■
交
通　

三
日
月
駅
か
ら
北
へ　

　

３
０
０
㍍

■
最
低
公
売
価
格　

４
１
７
万
円

■
公
売
保
証
金　

42
万
円

入
札
日
時

　

８
月
12
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
前
10
時
30
分

　

場
所　

佐
用
町
役
場

　

開
札　

入
札
終
了
後
即
時

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２

町の臨時職員
■募集職種と人数　町民プール施設管理員　１人
■受験資格　本年４月１日現在、年齢がおおむね 40 歳
　までのかたで、地方公務員法第 16 条の欠格条項に該
　当しないかた
■選考方法　作文と面接試験
■試験日　　９月２日（火）
■試験会場　役場第２庁舎
■任用期間　10 月１日（水）～来年３月 31 日（火）
　　　　　　※半年ごとに更新
■勤務形態　火曜日から日曜日のうち、週５日間、１日
　８時間勤務。
　早出：午前８時 30 分～午後５時 30 分
　遅出：正午～午後９時
■賃金　日額６、１００円
　（町規則で期末手当、通勤手当あり）
■応募方法　８月 28 日（木）までに、　履歴書（写真添付）
　を役場総務課へ提出してください。郵送の場合は、８
　月 28 日（木）までに到着したものに限ります。
■お問い合わせ　総務課　☎８２－２５４９

募集
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ご存知ですか？ 裁判員制度

■お問い合わせ　総務課　☎８２－２５４９　

■裁判員制度の概要
　来年５月 21 日から裁判員制度がスタートします。この裁判員制度は，国民のみなさんに裁判員として刑事
裁判に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪の場合どのような刑にするかを裁判官といっしょに決め
てもらう制度です。これによって裁判が身近で分かりやすいものとなって、司法に対する国民のみなさんの信
頼の向上につながることが期待されています。
　裁判員裁判の対象となる事件には、殺人、強盗で人にけがをさせた、ある
いは死亡させてしまった場合、人にけがをさせ、死亡させてしまった場合、
人の住む家に放火した場合などがあります。 

■裁判員の選ばれたら
　毎年 12 月ごろまでに、裁判員候補者名簿に記載されたことを通知します。また、裁判員となることができ
ない事情の有無や客観的な辞退事由に該当しているかどうかなどをたずねる調査票を送付します。返送された
調査票により明らかに裁判員になることができない人や、１年を通じて辞退事由が認められる人は、裁判所に
呼ばれることはありません。 
　①刑事裁判が提起（起訴）されると、事件ごとに裁判員候補者名簿の中から、くじで裁判員候補者が選ばれます。
　②裁判の６週間前ころ、質問票とともに選任手続期日のお知らせ（呼出状）が送られます。返送された質問
　票により辞退が認められる場合には、呼び出しを取り消しますので、裁判所へ行く必要はありません。 
　③裁判の当日、裁判員候補者は裁判所へ行くことになります。裁判長は候補者に対し、不公平な裁判をする
　おそれの有無、辞退希望の有無・理由などについて質問をします。 
　④最終的に事件ごとに裁判員６人が選ばれ、その日の午後から審理が始まります。

　この裁判員制度は、国民のみなさんにご協力をいただかなければ成り立たない制度です。みなさんのご理解
とご協力をお願いいたします。

　

募
集
は
、
定
期
募
集
を
年
２
回

（
３
月
と
９
月
）
実
施
し
、
登
録

制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

入
居
申
込
者
は
、資
格
審
査
後
、

町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
に

お
い
て
順
位
が
決
ま
り
、
入
居
登

録
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
に
空
家
が
出
た
場
合
、
入

居
登
録
者
名
簿
の
上
位
登
録
者
か

ら
順
次
入
居
と
し
ま
す
。

　

入
居
登
録
者
名
簿
の
有
効
期
間

は
、
10
月
１
日
（
水
）
か
ら
来
年

３
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

■
入
居
募
集
住
宅

　

佐
用
町
営
住
宅(

一
般) 　

※
た
だ
し
、
中
上
月
・
久
崎
住
宅

一
部
（
上
月
地
区
）、
米
田
住
宅

（
南
光
地
区
）、
折
口
お
よ
び
手
布

住
宅
（
三
日
月
地
区
）
は
除
き
ま

す
。

■
書
類
配
布
・
受
付
期
間

　

９
月
１
日（
月
）～
９
月
16
日（
火
）

■
入
居
資
格　

　

国
税
・
地
方
税
の
滞
納
の
な
い

か
た
、
同
居
す
る
親
族
の
あ
る
か

た
、
結
婚
予
定
の
あ
る
か
た
、
現

在
住
居
に
困
っ
て
い
る
か
た
、
収

入
基
準
に
合
う
か
た
。

■
収
入
基
準　

お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
家
賃　

所
得
や
入
居
さ
れ
る
住

　

宅
に
よ
り
違
い
ま
す
。

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
申
込
書
類　

建
設
課
備
え
付
け

　

の
申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
、
入
居
し
よ
う
と

　

す
る
家
族
で
、
所
得
の
あ
る
か

　

た
全
員
の
所
得
証
明
書
と
納
税

　

証
明
書
と
、住
民
票
を
添
え
て
、

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

資
格
審
査
後
、
町

　

営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
で

　

決
定
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
６
７
９
｜
５
３
８
０

　

佐
用
町
佐
用
２
６
１
１
｜
１　

　

佐
用
町
建
設
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
０
１
９

入
居
者
の
募
集
（
登
録
制
）

町
営
住
宅
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　　　　救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

ＡＥＤ（自動対外式除細動器）について
●お問い合わせ　　消防署　☎８２－３８７２

　このほど、町内の各小中学校に AED( 自動体外式除細
動器 ) が設置されました。今回は、この AED とはどの
ようなものかを紹介いたします。

■ AED ってなに？
　AED は多くの突然死
の原因となる心臓の危
険 な 状 態 ( 心 室 細 動 )
を自動的に判断し、電
気ショックを与えて取
り除いてくれる機械のことです。これによってたくさん
の人を助けることが出来ると期待されています。
■「心室細動」とは？
　「心室細動」は心臓が小刻みにけいれんし、血液を送
り出せなくなっている危険な状態です。この状況がしば
らく続くと、やがて心臓は完全に停止し、死に至ります。
　AED はこれを治すことが可能な唯一の機械です。
■だれでも使えるって本当？
　AED は、自動的に判断し、指示してくれる安全な機
械であるため、平成 16 年から一般のかたでも AED が使
えるようになりました。AED による救命例も増えてき
ています。
■救急車を待っていたのではいけないの？
　本町では救急車
の到着平均時間は
約 9.5 分です。とこ
ろ が、 心 室 細 動 は
１分１秒を争いま
す。AED を 使 う ま
で１分遅れるごと
にそ生の成功率が
７～ 10㌫低下して
しまうと言われて
い ま す。 救 急 車 が
着くまでのみなさ
んの積極的な処置が重要です。
■ AED は「安全」なの？
　AED は電気ショックが必要かどうかの判断を自動的
に行ってくれます。必要があればショックボタンを押す
よう指示が出ますが、なければ指示は出ませんし、間違っ
て押しても電気ショックはできません。機械の誤動作で
影響があったことは一度も報告されていません。一般の
かたが使えるようになったのも、この安全性が確認され
た結果なのです。

現場に居合わせた
一般のかたの参加

救急隊の到着
（全国平均）

本町の救急車
平均到着時間

■
火
災
は
減
少

　

火
災
件
数
は
５
件
で
、
前
年
と

比
較
し
て
４
件
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
減
少
傾
向
が
続
き
、

最
も
少
な
い
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火

災
１
件
、
そ
の
他
火
災
４
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
救
急
は
大
幅
増
加
、
過
去
最
高

　

救
急
件
数
は
４
１
６
件
で
、
前

　
　
　
　
　
　
　

年
は
減
少
し
た

　
　
　
　
　
　
　

も
の
の
、
再
び

　
　
　
　
　
　
　

増
加
傾
向
と
な

　
　
　
　
　
　
　

り
、
過
去
最
高

　
　
　
　
　
　
　

の
件
数
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

事
故
種
別
で

　
　
　
　
　
　
　

み
る
と
、
急
病

　
　
　
　
　
　
　

が
２
２
２
件
、

一
般
負
傷
48
件
、
交
通
事
故
45
件
、

転
院
搬
送
89
件
、
そ
の
他
12
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
日
平
均
約
２

～
３
件
、
月
平
均
は
約
70
件
に
の

ぼ
り
ま
す
。

■
救
助
も
過
去
最
高

　

救
助
件
数
は
19
件
で
、
前
年
と

比
較
し
て
13
件
も
の
増
加
と
な
り
、

過
去
最
高
の
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
故
種
別
で
み
る
と
、
交
通
事

故
で
の
出
動
が
13
件
と
最
も
多
く
、

全
体
の
68
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　

☎
82
・
３
８
７
２

本
年
度
上
半
期

火
災
・
救
急
・
救
助
ま
と
め

火災件数

救急件数

救助件数

　西播磨操法大会開催される

　７月６日、播磨科学公園都市で西播磨地区消防操法大
会が開催され、本町からはポンプ自動車の部に三日月第
２機動分団が、小型ポンプの部に三日月第３分団が出場
しました。
　この大会は、西播磨の各市町大会を勝ち抜いてきた
チームの競技のため、どのチームもレベルの高い操法競
技を披露しました。
　本町からの出場チームは、残念ながら入賞はできませ
んでしたが、日ごろの練習の成果を十分に発揮しました。

町
長
か
ら
激
励
を
う
け
る
団
員
の

み
な
さ
ん
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マ
マ
プ
ラ
ザ
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
、
新
し
い
出
会
い

と
多
く
の
学
び
を
残
し
、
次
に

つ
な
が
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ

と
の
ひ
と
つ
に
「
親
子
で
作
る

楽
し
さ
と
大
切
さ
」
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

季
節
の
行
事「
七
夕
会
」で
は
、

子
ど
も
を
想
う
親
の
願
い
が
短

冊
に
託
さ
れ
、
親
子
で
い
っ
し

ょ
に
作
っ
た
作
品
を
飾
り
ま
し

た
。

 　

７
月
12
日
に
開
催
し
た
セ
ミ

ナ
ー
ラ
リ
ー
第
３
弾
『
親
子
で

ワ
ク
ワ
ク
！
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

フ
ト
』
で
は
、
講
師
の
み
な
さ

ん
の
ご
指
導
に
よ
っ
て
、
竹
で

作
っ
た
う
ぐ
い
す
笛
を
子
ど
も

た
ち
が
吹
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味

の
あ
る
音
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

ま
た
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
木
の

枝
を
使
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
動

物
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
お
父
さ
ん
の
参
加
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
額
を
寄

せ
合
っ
た
り
、
お
ん
ぶ
し
た
り

し
な
が
ら
、
わ
が
子
か
ら
の
要

求
に
こ
た
え
る
べ
く
健
闘
さ
れ

る
姿
が
た
く
ま
し
く
、
ま
た
、

お
母
さ
ん
も
楽
し
そ
う
に
作
品

に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
姿
が
、
微

笑
ま
し
く
見
え
ま
し
た
。
そ
ん

な
親
の
姿
は
、
子
ど
も
た
ち
の

目
に
、
ど
う
映
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
退
屈
す
る

こ
と
な
く
、
安
全
上
の
約
束
を

守
り
、
目
を
輝
か
せ
て
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、親
子
の
「
こ
こ
ろ
」

と
「
こ
こ
ろ
」
が
ふ
れ
合
え
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
日
々

の
生
活
の
な
か
で
も
、
こ
の
よ

う
な
体
験
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

ママプラザ
　　　だより

化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
委
員
長
に
八
雲
凱
美
さ
ん
、

副
委
員
長
に
大
谷
和
子
さ
ん
が
選

任
さ
れ
、
昨
年
度
利
用
状
況
と
本

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
学
校
図
書

館
と
の
連
携
な
ど
図
書
館
運
営
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

就
任
し
た
委
員
は
次
の
か
た
で
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

安
積
明
、
大
谷
和
子
、
春
名
千
鶴
、

宗
光
小
夜
子
、
八
雲
凱
美
、
安
岡

智
子
、
小
林
隆
、
船
引
浩
一
、
植

田
倍
次
、
土
井
つ
ゆ
子
、

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

お
は
な
し
会　

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
８
月
の
お
は
な
し

　
「
お
い
し
い 

お
か
ゆ
」

【
大
き
い
人
（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
８
月
の
お
は
な
し

　
「
な
ま
く
ら
ト
ッ
ク
」

夏
休
み
子
ど
も
学
習
室
の
お
知
ら
せ

　

夏
休
み
の
小
・
中
・
高
生
の
自

由
研
究
や
自
主
学
習
を
応
援
し
ま

す
。
図
書
館
に
は
、
そ
の
た
め
の

机
や
イ
ス
が
な
い
の
で
、
夏
休
み

は
特
別
に
学
習
室
を
設
け
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

夏
休
み
期
間
中
の

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

　

月
曜
日
は
休
館
日
。
８
月
５
日

　

21
日･

29
日･

30
日
は
会
場
都

　

合
に
よ
り
閉
室
し
ま
す
。

■
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　

タ
ー
会
議
室

図
書
館
協
議
会
を
開
催

　

本
年
度
第
１
回
町
立
図
書
館
協

議
会
を
、
７
月
10
日
に
さ
よ
う
文

■
申
し
込
み　

不
要

お
り
が
み
教
室

■
日
時　

８
月
23
日(

土)

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

■
８
月
の
お
り
が
み　
「
い
か
」

■
申
し
込
み　

不
要
。
お
り
が
み

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

      ８月   August   葉月       ９月   September   長月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　　　　　　　　 １ ２　　 １ ２ ３ ４ ５ ６
　３ ４ ５ ６ ７ ８ ９　７ ８ ９ 10 11 12 13
  10 11 12 13 14 15 16  14 15 16 17 18 19 20
  17 18 19 20 21 22 23  21 22 23 24 25 26 27
  24 25 26 27 28 29 30  28 29 30
  31

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前１０時～午後６時

 

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

　

８
月
の
巡
回
日
は
７
日(

木
）
で
す
。

　

９
月
の
巡
回
日
は
４
日(

木
）
で
す
。

「
こ
こ
ろ
」
と
「
こ
こ
ろ
」
で

　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
っ
て

親子のふれ合いは大切です
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
佐
用
町
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
て
「
高
齢
者
実
態
把

握
訪
問
調
査
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
高
齢
者

の
自
宅
を
訪
問
し
て
、
心
身
の

調
子
や
日
ご
ろ
の
よ
う
す
、
困

り
ご
と
な
ど
を
聞
き
取
り
し
て
、

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
健
や
か

に
過
ご
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
見
守
り
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　

聞
き
取
り
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、
介
護
予
防
事
業
や
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
な
ど
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

佐
用
町
の
介
護
予
防
事
業

　

本
町
で
は
、
次
の
介
護
予
防

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
い
内
容
や
、
利
用
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

①
運
動
器　

機
能
向
上
教
室

　

体
操
な
ど
で
筋
力
低
下
を
予

防
し
ま
す
。

②
あ
た
ま
の
体
操
教
室

　

脳
や
体
に
楽
し
い
刺
激
を
与

え
て
、
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し

ま
す
。

③
栄
養
改
善　

お
い
し
い
教
室

　

栄
養
の
摂
取
不
足
が
気
に
な

る
か
た
を
、
元
気
な
体
に
な
る

よ
う
指
導
し
ま
す
。

④
口
腔
機
能
向
上
教
室

　

歯
・
飲
み
込
み
な
ど
、
口
の

中
の
機
能
低
下
を
予
防
し
ま
す
。

⑤
う
つ
予
防
訪
問
事
業

　

う
つ
傾
向
の
か
た
に
対
し
て

訪
問
し
ま
す
。

地域包括支援センター通信 ( 第 26 回 )

●大人向けの本
　成熟し、人はますます若くなる 
 　　　　　　       佐藤　友美子／編著       ＮＴＴ出版
   １日３時間しか働かない国 
         シルヴァーノ・アゴスティ／著  マガジンハウス
   スズキを創った男鈴木道雄 
                           長谷川　直哉／著         三重大学出版会
   世界のスピリチュアル・スポット
        レベッカ・ハインド／著   ランダムハウス講談社
   国会崩壊                         平野　貞夫／〔著〕      講談社
   在日米軍司令部                      春原　剛／著       新潮社
   読んで楽しむ身の回りの化学　有機化学
                                                   佐藤　博保／著      講談社
   「メタボ」予防と治し方　－日本一クスリを使わない名医
　　　　　　　　　　　　　          西崎　統／著      三笠書房
   宇宙旅行はエレベーターで 
     ブラッドリー・Ｃ．エドワーズ／共著     ランダムハウス講談社
   里山ビジネス                      玉村　豊男／著       集英社
   おじぃおばぁが食べてきた沖縄の元気料理
                                 西大　八重子／著      日東書院本社

  どうしたの？産後ママのからだ相談室
                             大鷹　美子／著      赤ちゃんとママ社
   とってもかんたん！和の粘土細工
                                                  香山　桂子／著       講談社
   ポピュラー・ピアノ作曲術 
                                           岡　素世／編著      自由現代社
   土俵の真実　－杉山邦博の伝えた大相撲半世紀
                                               杉山　邦博／著      文芸春秋
▲ 特命　                                      麻生　幾／著      幻冬舎
■ 地の日天の海　上・下巻
                                               内田　康夫／著      角川書店
■ 僕たちのミシシッピ・リバー
                                                        重松　清／著      文芸春秋
★ 錦                         宮尾　登美子／著      中央公論新社
★ ラン                                          森　絵都／作      理論社
   時が滲む朝                               楊　逸／著      文芸春秋
▲ さよなら渓谷                     吉田　修一／著      新潮社
   踏切みやげ                               石田　千／著      平凡社
   シズコさん                           佐野　洋子／著      新潮社
   スコルタの太陽
                                  ロラン・ゴデ／著      河出書房新社

●子ども向けの本
   水の生き物                                                                  学研
   いのちのカプセルまゆ 
                                       新開　孝／写真・文      ポプラ社
   耳の聞こえない子がわたります
                      マーリー・マトリン／作      フレーベル館

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
2008.6.19 ～ 2008.7.18 受け入れ分の一部

お元気ですか？
～高齢者実態把握訪問調査～
■お問い合わせ　
　健康課
　地域包括支援センター　☎８７－８０２０
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健　康
ＨＥＡＬＴＨ

南光歯科保健センター
■予約受付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時 30 分から午後５時 30 分まで
■診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時　
　　　　 から午後５時まで
■歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

　脳梗塞や心筋梗塞はみなさんご存じのとおり、血管
がつまって起こる病気です。特に汗をかく夏に、水分
が不足すると、血液の流れが悪くなり、血管がつまり
やすくなります。この症状を防ぐ最大のポイントは、
普段から食べ過ぎや運動不足に注意し、「動脈硬化」
を防ぐことです。そのためにも、脂質や塩分をとりす
ぎないようにし、水分、カリウム、ビタミンが不足し
ないように気をつけましょう。
血栓予防に夏野菜
　野菜は水分が豊富で栄養面で優れた食材です。十分
に摂取することで動脈硬化の予防効果が期待できます。
　そして夏は種類が豊富。毎日の食卓にたっぷりの野
菜を取り入れましょう。
夏野菜の７つの特徴
①水分、ビタミン、ミネラル
　夏に旬を迎える野菜は水分量が多く、のどの渇きを
防ぎ、熱中症予防にも効果的です。そして、ビタミン
は紫外線で傷む皮膚を保護する役割があります。
　また、マグネシウムやカルシウムを多くとることは、

脳梗塞や心筋梗塞のリスクが低くなることがわかって
います。緑黄色野菜がミネラル源として有効です。
②食物繊維
　食物繊維は、糖尿病など生活習慣病の予防効果が期
待されていますが、現代の日本人には不足しがちです。
野菜は貴重な食物繊維の供給源です。
③機能性成分
　カロテノイドやポリフェノールなどの成分には、さ
まざまな健康増進効果が期待されています。単独では
望ましい効果が得られないというデータもありますが、
野菜は複数の成分やビタミンが同時にとれるので相乗
効果を期待できます。
④色・香り
　脳梗塞や心筋梗塞などの循環器病の予防に、フラボ
ノイド系の色素やカロテノイド系のルテインという成
分が注目されています。
　ねぎ、にんにくなどの辛味成分やしょうがの香味成
分なども機能性成分として、さまざまな健康増進効果
が期待されています。

　　　　　    　 夏野菜で健康力アップ

      真夏の血栓を防ぎましょう

★小児救急医療電話相談★
　兵庫県では、保護者向けの電話
相談事業を実施しています。相談
時間も延長しましたので、気軽に
ご利用ください。
■プッシュホン回線からは
　☎＃８０００
■ダイヤル回線、IP電話からは
　☎（０７８）７３１－８８９９
■相談時間
　平日、土曜日　18:00～24:00
　日曜・祝日・年末年始
　　　　　　　　 9:00～24:00

紙おむつを半額で支給
家族介護用品支給事業

■お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０

　在宅で介護を必要とする高齢者のみなさん、またそのかたを介護し
ているみなさん、紙おむつなどの介護用品の負担が多くてお困りでは
ありませんか。町では、そんなかたのために、介護用品を２分の１の
負担で支給する「家族介護用品支給事業」を行っています。
　対象者は住民税が世帯非課税で、要介護１から要介護５までに認定
された在宅の高齢者、およびそのかたを介護している世帯です。
　対象の介護用品は、①紙おむつ②尿とりパッド③使い捨て手袋④清
拭剤などです。
　支給は、もよりの町社会福祉協議会を通じて行っています。１か月
に３千円以上１万円以下の介護用品について、２分の１の自己負担で
支給を受けられます。

子どもの健康週間
写真コンクール作品募集

“ こどものいる風景 ” をテ－マとした写真を募集します。
・カラ－か白黒プリントでワイド４つ切り。デジカメ可。
・住所、氏名（ふりがな明記）、性別、年齢、電話番号、写真の題名
と撮影場所、撮影年月日を書いた紙を写真裏面に貼付し、下記へ。　
　　〒 675-1380　小野市王子町 806-1　
　　小野市市民福祉部健康課小野市保健センタ－
　　（☎ (0794)63-3977）

・９月 12 日（金）必着。
■お問い合わせ　兵庫県健康増進課　☎ (078)341-7711（内線 3251）
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★すくすく健康相談（平成 20 年２月生まれ）
　　８月８日（金）13：30 ～

★１歳６か月児健診
　（平成 18 年 12 月～平成 19 年１月生まれ）
　　８月１９日（火）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談 （平成 19 年８月生まれ）
　　８月２２日（金）13：30 ～

★４か月児健診（平成 20 年４月生まれ）
　　８月２５日（月）13：30 ～

★０歳児クラス（２か月～１歳未満）
　　９月　１日（月）　２か月～６か月児　10：00 ～ 11：30
　　　　　　 　   　7 か月～１歳未満児　10：30 ～ 12：00

★ぱくぱく離乳食教室
     （すくすく健康相談後～ 1 歳 5 か月未満）
　　９月　５日（金）10：00 ～
      ※いずれも場所は上月保健福祉センター

　

　子宮がんは、できる場所によって『子宮頸がん』（子
宮の入り口にできるがん）と『子宮体がん』（子宮の
奥にできるがん）に分けられます。
　なかでも多いのが子宮頸がんで、子宮がん全体の
60 ～ 70㌫を占めています。毎年、町で行っている子
宮がん検診は、この子宮頸がんを発見するための検
診です。

■若い世代に増えている子宮頸がん
　最近は、子宮がん検診が普及してきたためか、全
国的に見ても子宮頸がんの死亡率は減少しています。
　一方で、20 歳代の若い人に子宮頸がんが増えてい
ます。
　子宮頸がんは、性行為によって感染するウイルス
が原因で起こります。性行為の経験がある人はだれ
でも子宮頸がんになる可能性があります。

■ 20 歳になれば子宮がん検診を受けましょう
　町でも、20 歳以上の女性のかたに検診をお勧めし
ていますが、昨年は 20 歳代のかたは 1 人しか受診さ
れていません。子宮頸がんができても、初期はほと
んど症状がありません。不正出血や出血の混じった
おりものなどの症状が出てからでは、がんが進行し
てしまっている可能性があります。早期発見のため
には、子宮がん検診を受けることが、何よりも大切
です。

■子宮体がん検診は？
　子宮体がんは、女性ホルモンのバランスが崩れや
すい、50 ～ 60 歳代に多く見られます。子宮体がん
検診は、子宮内部の細胞を取って検査するため、集
団検診はできません。医療機関で受診してください

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（８月８日～９月９日分）

■神経難病医療相談会（要予約）
　８月８日（金）14：30 ～ 17：00
■デイ・ケア ( 精神障がい者社会復帰訓練事業 )
　８月 12 日（火）  
　　　28 日（木）
　９月  9 日（火）
■犬の引き取り
　８月 13 日（水）10：00 ～ 10：30
■こころのケア相談（要予約）
　８月 14 日（木）14：00 ～ 17：00
■専門的栄養相談（要予約）
　８月 19 日（火）10：00 ～ 11：30
■アルコール相談（要予約）
　８月 21 日（木）13：30 ～ 15：30

    ※いずれも、場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　☎８２－２６２１

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続し
てください。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。

     若い世代に増えています

           子宮頸
け い

がん

いずれも
13：30 ～ 15：30
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花で  地域に貢献　　　　　　　－ 佐用高校などが商店街にひまわりを設置  －

明るく楽しい話題がありましたらまちづくり課までご連絡
ください。
●まちづくり課　☎８２－０６６４まち

設置準備に汗を流す高校生のみなさん

地域の宝を残すため　　  　　－江川地域づくり協議会 と玉落の里を偲ぶ会－

　７月６日、延吉集落の集会所で、ふれあい祭りが行われ、子
どもからお年寄りまで約１００人が集い、交流を深めました。
　この催しは、28 年前から続く集落の恒例行事。毎年、カラ
オケやお楽しみ抽選会などを通じ、集落内の交流を楽しんでい
ます。
　今年は、従来の内容に加え、集落内の高齢化の傾向に合わせ
て、地元のかたを講師に、健康や防火の研修会も行われました。
　健康にまつわる研修会では、佐用共立記念病院の清水妙子さ
んから「認知症について」、また民生児童委員の山根ミヤ子さ
んから「火災報知器の設置について」などの講話が行われ、参
加者のみなさんは熱心に耳を傾けていました。

ふれあい祭りで健康生活講座　 －延吉集落  － 

　佐用高校の農業クラブ、生徒会、一般生徒有志と佐用商店会
のみなさんが、このほど、佐用商店街にひまわりの花を植えた
ポットを設置しました。
　これは、佐用高校の「クリーンアップ大作戦」のひとつで、
設置されたひまわりは 99 本。佐用高校農業科学科のみなさん
が、開校 99 年目にちなんで育てたものです。
　佐用高校農業科学科の山田隆太さん（中上月）は「自分たち
が育てたひまわりで、地域に貢献できることがとてもうれしい。
今後も、このような地域との交流ができれば」と、また佐用商
店会のみなさんは「まちがとても明るくなりました」と、うれ
しそうな表情で話していました。
　なお、設置されたポットには、ひまわり終了後も引き続き佐
用高校のみなさんによって、季節の花が植えられる予定です。

　このほど、東中山地内に、旧兵庫県と旧岡山県
の境を示す管轄界標柱が復元されました。これ
は、江川地域の歴史や文化を研究する玉落の里を
偲ぶ会（会長：蔭山晴雄さん（淀））と、江川地
域づくり協議会（会長：木村政照さん（福沢））が、
跡として残っていた石などをもとに、関係機関と
協力し設立したものです。標柱のまわりには、地
元の老人クラブのみなさんで植栽も行われるな
ど、新しい地域の宝となっています。
　江川地域づくり協議会の木村会長と、センター
長の永本大作さん（末包）は「関係者に感謝しま
す。地域住民みんなで、大切に守っていきたい」と、
また玉落の里を偲ぶ会の蔭山会長は「地域の歴史
を残すことができたのは、本当に意義がある。今
後も研究活動にはげみたい」と語っていました。

の 話題

「みんなで大切に守っていきます」

参加者みんなで楽しみました（抽選会）

長

長
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　７月 12 日、町少年補導員連絡協議会や佐用警察
署、防犯協会主催の、子どもたちを対象にした防
犯・交通安全講習会が上月グラウンドで開催されま
した。シートベルトの効果体験や、おまわりさんの
お話などを通じ、参加した子どもたちは、防犯意識
と交通ルールの大切さを再認識しました。
　また、７月 13 日､ 三日月青少年健全育成活動委
員会、三日月地区駐在所、三日月少年補導員、三日
月地区地域ふれあいの会が合同で野井戸やため池な
どの点検作業を実施しました。
　この作業は、毎年夏休み中、ため池や野井戸での
事故から子どもたちを守るため実施され、野井戸の
看板設置や、周辺の草刈りなどが行われました。作
業に参加したみなさんは、グループに分かれ、それ
ぞれ受け持ちの地域で作業に汗を流しました。

幻想的な風景をたんのう　　　　   　－「ＮＰＯ子どもと虫の会」がヒメボタル鑑賞会－

　７月６日、船越地内にある昆虫館周辺で、ＮＰＯ子ど
もと虫の会主催のヒメボタル鑑賞会が行われ、ＮＰＯ関
係者や地元の人たち約３０人が集まりました。
　ヒメボタルは、川や水田に生息するゲンジボタルやヘ
イケボタルとは異なり、森林のなかで生息し、あまり水
を必要としません。放つ光もそれらと比べ間隔が短く、
とても特徴的です。集まったみなさんは、山のなかを飛
び交うヒメボタルの幻想的な風景に見とれながら、しば
し観賞にふけりました。
　三河地域づくり協議会の嶋本昭彦会長（下三河）は「ヒ
メボタルが生息することは、環境が良いということ。こ
の環境を子や孫へと引き継いでいきたい」と話していま
した。 ヒメボタルの出現を待つ参加者のみなさん

姫新線を通じて  学校間交流　　   　－徳久小とたつの市小宅小がふれあい交流  －

　７月３日、徳久小学校の４年生 22 人と、たつの市小宅小
学校の４年生 161 人が、ふれあい交流を行いました。
　小宅小学校では、昨年からＪＲ姫新線の学習を進めており、
今年は沿線の小学校と交流を行おうと、徳久小学校にやって
きました。
　午前中は、南光スポーツ公園周辺のひまわり畑で、地元の
かたから説明を聞いた後、ひまわりの手入れを行いました。
当日は天気にも恵まれ、夏の太陽の日差しをあびながら、子
どもたちは楽しそうに作業を行っていました。
　その後、会場を徳久小学校体育館に移して、○×クイズな
どのゲームを通じ、さらに親睦を深めました。

ひまわり畑での共同作業のようす

子どもたちの安全確保のために　   －防犯・交通安全教室や野井戸点検  －
　

体
験
を
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て
、
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く
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７月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
６月 21 日から７月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

８月上旬～９月上旬

人のうごき

６月 21 日から７月 20 日届出分　敬称略

　人　口　２０，８６１人（－２２）
　　　　　男 　９，９５８人   （－１１）
　　　　　女 １０，９０３人   （－１１）

　世帯数　　７，３２９戸（　　０）

　７月中の移動
      出生　　６人　死亡 　１６人
      転入　２２人　転出 　３４人

■ちょうみんカレンダー

■貸付対象事業
　林業・木材部門の経営開始、林産
物の新たな生産方式の導入、林業労
働の安全衛生施設や従事者の福利厚
生施設の導入　ほか
■貸付限度額
　①個人　１、５００万円
　②会社　３、０００万円
　③団体　５、０００万円
　④木材産業　１億円
■償還期間　10 年以内の均等支払
　い（事業内容によって異なります）
■お問い合わせ　
　上郡農林水産振興事務所森林林業課
　☎（０７９１）５８－２１９７

　次の１社が、給水装置工事の指定
業者から廃止となりました。
■寺本工業（株）
　住所：相生市池ノ内１０１３
　廃止年月日：平成 20 年７月 14 日
　給水装置の新設・改造・修繕・撤
去などは、必ず指定給水装置工事事
業者へ申し込んでください。それ以
外の事業者に依頼すると、その工事
は違反となりますので、ご注意くだ
さい。
■お問い合わせ　
　水道課　☎８６－１２１２

　関係者のご協力によって、平成
17 年度に実施した地籍調査が国で
承認され、登記事務の完了の通知
が、神戸地方法務局龍野支局から７
月 17 日付けでありましたのでお知
らせします。
　今後とも地籍調査についてみなさ
まのご協力とご理解をお願いします。
■成果の認証年月日と番号
　平成 19 年９月 18 日
　国土国第 245 号認証
■実施地域名
　佐用地域横坂の一部
　上月地域皆田の一部
　南光地域漆野の一部
　三日月地域上本郷の一部
■地籍調査成果閲覧と写しの交付
　登記が完了した地区の図面は地籍
　調査課にて発行します。（有料）
■お問い合わせ
　地籍調査課　☎７９－２９８５

地籍調査に基づく
登記完了について

町指定給水装置業者
廃止のお知らせ

月
日

曜
日 内　　容 場　　所 時　間

6 水   福祉相談   南光地域福祉センター  13：30 ～ 16：00

7 木   高年大学南光教室   南光文化センター  10：30 ～

12 火   スターダスト 2008
  in おおなで   西はりま天文台公園  15：00 ～

17 日   スピカ夢コンサート   スピカホール  13：30 ～

19 火   高年大学三日月教室   三日月文化センター  10：00 ～

20 水
  行政相談

  役場本庁舎２階相談室

 13：00 ～ 15：00
  役場上月支所１階相談室

  南光文化センター会議室

  ふれあいの里三日月

  ＥＭぼかし講習会   佐用町保健センター  10：00 ～

21 木   高年大学佐用教室   さよう文化情報センター  10：00 ～

24 日   和太鼓コンサート   上月文化会館  18：00 ～

25 月   弁護士相談
  （社会福祉協議会に予約必要）   佐用町地域福祉センター  13：00 ～ 15：30

30 土   人権まちづくり
  フェスタさよう 2008   さよう文化情報センター  13：30 ～

31 日   有機農業ﾌｫｰﾗﾑ
  in さよう 江川文化センター  13：30 ～
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　医師による講演・体験発表・補聴
器の紹介などから「聞こえ」につい
て学ぶセミナーです。申し込み不要、
参加無料です。
■日時　９月 13 日（土）午後０時
　50 分～（相談受付は午後０時 30 分）
■場所　相生市総合福祉会館多目的
　ホール
■主催　「聞こえ」を学ぶセミナー
　実行委員会
■お問い合わせ
　兵庫県立聴覚障害者情報センター
　☎（０７８）８０５－４１７５

　地域での防災性の向上や、環境改
善などを目的に、県民が公園、空地

（個人所有地含む）などで行う樹木
の一定規模以上の緑化活動に、苗木
購入費や、緑地整備費などを補助し
ます。
■募集期間　11 月７日（金）まで
■対象地域　市街化区域など用途地
　域がある区域など
■お問い合わせ
　西播磨県民局まちづくり課
　☎（０７９１）５８－２２５３

■募集人数　推薦入試１５人、一般
入学（前期）２０人程度
■受験資格
(1) 推薦入学　高校卒業見込みで、
県内に農業経営基盤があるかた
(2) 一般入学　知事が高等学校を卒
業したかたと同等の学力があると認
めたかたで、25 歳未満のかた
■日程
(1) 推薦入試
　出願期間　10 月 14 日（火）
　　　　　　～ 10 月 27 日（月）
　入　　試　11 月５日（水）
(2) 一般入試
　出願期間　11 月 12 日（水）
　　　　　　～ 12 月 8 日（月）
　入　　試　12 月 16 日（火）
※詳細はお問い合わせください。
■お問い合わせ　県立農業大学校
　☎（０７９０）４７－１５５１

　見出しの相談会は　兵庫県多重債
務者対策協議会と兵庫県司法書士会
で開催しているものです。今回は、
赤穂市で、司法書士による無料相談
会を実施します。借金の返済でお困
りのかたは、一人で悩まずこの機会
をご利用ください。
■日時　８月 16 日（土）
　　　　午前９時 30 分～正午
■場所　赤穂市民会館
　　　　赤穂市加里屋中州３－５５
■申し込み　事前に「県消費生活室
　☎（０７８）３６２－３１５７」
　へ予約してください。
■締め切り　８月 14 日（木）まで、
　先着順となっております。
■お問い合わせ
　商工観光課　☎８２－０６７０　

　自衛隊志願者に対し、自衛隊の情
報提供など、募集活動を支援する本
町の相談員として、次の３人が委嘱
されました。お気軽にご相談くださ
い。

・大坪和友さん（駅前）
・國上利章さん（上三河）
・山下廣司さん（下徳久上）

　林業・木材産業を無利子でサポー
トする資金です。
■対象者
　①森林所有者、林業労働従事者、
　　森林組合、素材生産業者など
　②木材製造業、木材卸売業、木材
　　市場業にかかる業者

自衛隊募集相談員が
選任されました

お知らせ

９月１日（月）です
口座振替日は９月１日（月）です

納税は納期限までに！

町県民税（普通徴収）第２期分
国民健康保険税第２期分

　―  今月の納税相談日   ８月 25 日（月）―
受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時
受付場所：役場本庁舎　税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃業など
によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。

■お問い合わせ

　　税務課　☎８２－０６６２

Information

借金返済でお困りのかたへ
巡回多重債務無料相談会

今月の税金

の納期限は

介護保険料（普通徴収）第２期分の
　　納期限は   ９月１日（月）です
　■お問い合わせ

　　　　健康課　☎８７－８０２０

林業・木材産業
改善資金のご案内

８月は

道路ふれあい月間
　道路はみんなのものです。ごみ、
空き缶のポイ捨て、無断の張り紙、
はみだし看板の設置などはやめま
しょう。

国土交通省・兵庫県県土整備部・佐用町

県民まちなみ緑化事業
参加者募集

町長室で行われた委嘱状交付式の
ようす

後期高齢者医療制度（普通徴収）第２期分の
　　納期限は   ９月１日（月）です
　■お問い合わせ

　　　　福祉課　☎８２－０６６１

募　集
「聞こえ」を学ぶセミナー

参加者募集

県立農業大学校
学生募集



木星が見ごろです 
　太陽系最大の惑星であ
る木星が見ごろです。今
年の木星は、いて座付近
に見られ、天の川を背景
に夜空をにぎわせていま
す。 
　木星と言えば巨大な嵐
で あ る 大 赤 斑（ だ い せ
き は ん ） が 有 名 で す が、
2006 年ごろからやや小さ
い赤斑が観測されるよう
になり、今年５月にはさ
らに小さな赤斑が現れま
した。今年の夏ごろには
この小さな赤斑が 大赤斑
に接近すると考えられて
います。 今年の木星の見
ごろは夏休みから 10 月ご
ろです。空の状態が良い日になゆた望遠鏡で観ると、写
真のような姿をお楽しみいただけます。
　　   　西はりま天文台公園　　前野将太 （嘱託研究員）
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　　わが家のアイドル

 天文クイズ
天の川は英語でミルキーウェイ。その正体は？

（１）地球上の雲 　　　（２）ミルクが流れた跡 
（３）無数の星 

  先月のクイズの解答：（２）未確認飛行物体 

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、答えを
記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかから抽選で３人
のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもって当選者のかたに
お知らせします。

　妹思いのやさしいお姉ちゃんと、言い出したら引か
ない頑固な妹ですが、わが家を楽しくしてくれていま
す。ひまわりのように元気で明るく大きく育ってね。
　　　　　　　　　　　　　　　　父さん・母さんより

  熊
くまぶち

渕彩
あ や な

奈 ちゃん　熊
くまぶち

渕寛
ひ ろ な

奈 ちゃん　
 （平成16年９月14日生）　（平成18年7月31日生）
　父  章さん　母  由紀子さん           　 ―  栄町  ―

広
報

さ
よ

う
　

平
成

20
年

８
月

号
「
広
報
さ
よ
う
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ソ
イ
（
大
豆
油
）
イ
ン
キ
と
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

大撫山から撮影した天の
川の星。（最も明るいの
が木星） 

上 月 支 所 ：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX 0790-86-0793
南 光 支 所 ：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX 0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX 0790-79-3633

■ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　■ E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

■ 編集・発行 / 佐用町役場　広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )
FAX 0790-82-0131

まち の 話 題
 色とりどりのルピナス写真　－ 味わいの里三日月 －

　７月 20 日、味わいの里三日月で『ルピナス写真
コンテスト』の表彰式が行われました。
　このコンテストは、味わいの里三日月を訪れてい
ただいたみなさんに、少しでも和んでいただきたい
と、花園に植えていたルピナスなどを題材にして実
施したものです。
　写真コンテストは、写真家の若尾新一先生を審査
委員長として、２４１点の応募作品を審査しました。
　そのなかで最優秀賞に輝いたのは、田中良三さん

（姫路市）の作品「雨の休日」となりました。
　表彰者は次のとおりです（敬称略）。

■最優秀賞
　田中良三（姫路市）
■優秀賞
　玉田佳代（相生市）　　釜須義弘（下徳久上）
■奨励賞
　岩里崇明（姫路市）　　松本久信（加古川市）
　長谷川彬（太子町）　　中石　豊（新宿）
　下村恭子（朝来市）　　三木健太郎（姫路市）

最優秀賞作品「雨の休日」

なゆたで見た木星。写真
には赤斑は写っていない 


